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河川の水位が温泉に及ぱす
影響について　（続、・報）
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梅 本
　　　　　　　緒　、　「言
　回報i　〉で報告した実験に続いて，全く同じ
実験を昭和29年（1954）2月から9月迄行っ
た．前報との比較のためには，もっと実験を
続けるべきであったが，旧風により測定用の
貯水槽が壊われて復旧に非常な日数を要し，
連続的な測定としての価値を失ったため，9
月迄の測定で実験を了える事とした・
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　　　　　　　　　　　結　　　　果
　　　　　測定結果はTable　1に示す通りである．尚
　　　　お前回に於ても予め述べておいた様に，回報
　　　　に於ける結果は堰堤が完成して後の測定結果
　　　　である。
　　　　　　　　　　　考　　　　察
　　　　　：先づ泉温と湧出量の関係をみるに，Fig．1
　　　　に示した通りであって，相関係数を求めると
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γ＝O．　828となり，非常に有意である，　（自由
度31の5％及び1％の有意水準を示ナ相関係
数は夫ノ㍉0．344及び0．443である）したがっ
て，前、報と同様に泉温と湧出量の間には可成
り大きい正の相関を考えても差支えないと考
えられる．（湧出：量の泉温への回帰の直線性
は否定されない・Table2参照）
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の水位も小川の水位も共に湧出量に影響を与
えるだろうと考えられ，しかも交互作用もあ
ると考えて差支えないと思える・この点は一
見警報と可成り相異した結果の様に思える
が，後に詳述する．
　堰堤完成前の前脚の結果と堰堤完成後の本
報の結果を比較するために，先づ前報の23／
W，から29／IX，1953の結果と本部の19／VIか
ら25／IX，1954の結果について，三朝川の水
位，小川の水位，湧出量及び泉温の卒均値
を比較した・但し，1953年目測定値中6／VIIと
26／IXの測定値は特に豪雨のあった時で，比較
に不都合であるから除いて比較する事とし
た。近似法により翠均値の比較を行った．2i
　1953年の三朝川の水位の李均値X　・＝一8．32
で，1954年の三朝川の水位の準均値マ＝0．52
で，亭均値の差の有意性を槍定すると，t＝
2．321＞2．160（0．05，d．f．＝13）となり，有
意である．次に1953年の小川の水位の亭均値：
X＝一22．27，1954年の小川の水位の平均道マ‘
＝一20．93で，平均笹の差の有意性を検定す
ると，t＝o．893〈2．160（0．05，　d．f．篇13）と
なり，有意ではない．1953年の湧出量の雫均
値又＝2．873，1954年の湧出量の準均値マ＝
3．275となり，三智値の差の有意性を検定す
ると，t＝6082＞2．160（0．05，　d．f．＝＝　13）
となり，有意である・1953年の泉温の偶偶値
X＝57・7＄，1954年の泉温の卒均値：Y＝58．17
で，帯下値の差の有意性を槍定すると，t　＝＝
5．909＞2．160（O．　05，d．　f．＝・　13）となり，有
意である．即ち1954年に於ては1953年に比べ
て小川の水位の上昇は認められないが，三朝
川の水位の上昇と共に，湧出量・泉下の増
大・上昇が認められた．
　前述の相関関係や分散分析の結果をも考慮
に入れると，1954年に於ける湧出量，四温の
檜大，上昇は三朝川の水位の上昇によるもの
と考えられる・
　前報の結果について行った考察では，三朝
川の水位は変動因となりうるし，小川の水位
　（田圃の水量）「は変動因となりうる傾向があ
り，夏季。秋冬季に於ける湧出量・泉温の亭
均値の差iは小川の水位に起因すると結論した
が，電報の結果では前門に於けるより三朝川
の水位が上昇して．，異る現象を呈し，小川の
水位もはっきりと変動因として認められ，前
報の結果について推論した現象が確かめられ
たと言えよう．交互作用も認められるという
事は地表の水系の影響の複雑さを示すものと
購えよう．
　　　　　　　結　　　　語
　前報の実験に引続いて，三朝温泉〃田中の
湯〃に於て，三朝川の水位，小川の水位，湧
出量及び泉温を蓮続的に測定した結果，前報
に於けると同様に湧出量と泉温の間に可成り
大きい正の相関が考えられ，三朝川の水位と
小川の水位が湧出量，泉温の変動因となりう
るかどうかを調べた結果，何れも変動因とな
りうる事がわかった．叉交互作用も考えられ
る．これは年報に於ける測定期闇中は前報に
於ける測定期間中より三朝川の水位が上昇し
ていたために，小川の水位の影響もはっきり
と認められる様になった結果と考える．
　次に1953年と1954年の同じ期間の三朝川の
水位，小川の水位，湧出量及び泉温の卒均値
を比較したところ，1954年に於ては，小川の
水位が上昇していないにも拘わらす，三朝川
の水位の上昇と共に湧出量，泉門の増大，上
昇が認められた・即ち小川の水位による影響
がなくても堰堤建設による三朝川の水位の上
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昇によって，湧出量・泉温が檜大・上昇する
事を認めた。
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　　　F；om　February　t（　September．　1954，　observations．　were　rnade’　of　’the　rates　of　flow
and　’・the　Water　teMpera’狽浮窒?r　at　 唐垂窒奄獅〟@called　”Tanaka－no－YuU，　Misasa　Hot　Springs，
Tot’　t，ori’　Prefectur．e・．・Sim．　ultaneously　with　these　6bservations，　the　water　．level　of　th．　e　Ri－
ver　Misasa　and　that　of　an　irrigation　streqm　nearbY　Vvere　also　determined．　The　proc一
喫御櫛。糖率爾濫舗誹翻。鍵認噛癖己．。n、，e，、rr、。g
to　the　conclusions　in．the　previous　repQrt，　the　author　has　been　．led　to　the　・fo｝lowing
cQ．nclusio，n．　．　s・
　　　　Fr．om　the　obsetvations　iri　the　period　from　February．　t6　September，　1954，　’　as　from’
those　in　the　period’frbm　’June，　1953　’tO　January，’　1954，　・a　p6sitive’　correlation　was　’found
between一　the　rate’　of　’flow．　and　the．．water　teperature，　the　correlarion　coefficient　being
O．　828．　．（high，ly　sigpificant）r
　　　　T．he．analy｛is　gf　varia’4c．e　ot．．，the　obseryed　resglts　showeq　that　the　rate　of　flgw
and　’煤fhe　water　’temperatUre　a’　pPear　to　be’　hffected’　by’”the　w’ater　’levels’・of　・the　’River．
and　of　the　irrigation　stream，　and・　also　by　their　interaction・　This　concluslon　support＄
what　was　deduced　in　．the　previous　．　report．
　　　The．／4veyagq　water　．lgvf，！s　of　．the　Riy．　e；　and　of　tbg　irrigation　stream，　the　average
rates’　of’flow　and　the　aVet’age　water　temperatures，　for　the　period　from　June　to　Sept－
e血bさrin　1953j　wer6．　conipared　with　th6se　for　the　period．．．from　June　to　September．in．
ltt54i　The一・differenees　in　the　average　water　levels　．of　the　River，　thg　averag．e．．　．rates　of
flow　apd　the　ayerag．e’　water　temperatures　are．significqnt；　while　that　in　average　water
levels　of　the　strea血．奄刀@not　signifcant．　From　this　it　may．　be　concluded　that　the　incre－
ase　in　the　rate　of　flow　and　the　ris’?@of　the　’翌≠狽?秩@teinperature　were　resulted　・from
the　upheaval　of”the　water　level　of　the　．　River，　which’?盾撃撃盾翌?п@the　construction　of　a．
dam　there．
